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福岡県におけるケブカアメイロアリの追加記録 

久末 遊 

ケブカアメイロアリNylanderia amia (Forel, 1913) は体長約 2.5 – 3 mmほどの褐色から黒褐色をし

たアリであり (図 1)、台湾と中国、日本のみに生息している (Forel, 1913; Wheeler, 1928; Terayama, 

1999)。本種は東南アジア原産の放浪種であると考えられ (寺山ほか, 2014)、古くから小笠原諸島や

南西諸島で普通に見られた (進藤, 1979; Terayama, 1999)。本土部からは 1990年代に鹿児島県 (山根

ほか, 1994)や広島県 (緒方ほか, 1994)から確認されて以降、特に 2010年代以降に西南日本や、東日

本の大都市を中心に確認されるようになった (例えば 環境省自然環境局，2012; 横井・上手, 2012; 

中嶋ほか, 2013; 辻, 2018ほか)。 

福岡県における本種の記録はOgata et al. (1998)によって百道中央公園から報告されたものが初め

てであると思われ、その後北九州港 (環境省自然環境局, 2011, 2012)、博多港 (環境省自然環境局, 

2011, 2012, 2014, 2015; 原田ほか, 2017)、福岡空港 (環境省自然環境局, 2012, 2013, 2015)など、都市

公園や空港、港湾で発見されている。筆者はこれまでに上記以外の複数の地点から本種を採集して

いるため、記録蓄積のために報告する．なお、本報告で扱われた個体は全て乾燥標本として九州大

学農学部昆虫学教室に保管されている。採集者は全て筆者であり、採集地は全て福岡県であるため

県名は省略し、市ごとに表記した。 

 

採集記録 

[北九州市] 4w, 若松区響灘緑地, 1. V. 2016. 

[福岡市] 1w, 東区箱崎九州大学, 9. IV. 2018; 3w, 同地, 19. VII. 2018; 10w, 東区箱崎ふ頭, 3. XI. 

2018; 9w, 博多区音羽公園, 21. X. 2018; 1♂, 2w, 中央区大濠公園, 30. VIII. 2016; 1w, 中央区舞鶴公園, 

10. VI. 2018; 9w, 中央区警固公園, 21. X. 2018; 3w, 同地, 24. XII. 2018; 2w, 南区若久, 19. VIII. 2016, 

イエローパントラップ; 5w, 同地, 4. V. 2018; 6w, 西区能古島, 4. VII. 2018; 2w, 西区小戸, 11. XI. 2018; 

10w, 城南区鳥飼, 10. XI. 2018; 3w, 早良区室見中公園, 4. XI. 2018; 6w, 早良区百道中央公園, 14. I. 

2019. 

[春日市] 2w, 春日神社, 28. IX. 2015. 

[大野城市] 1w, 瓦田牛頸川, 3. IX. 2015; 2w, 白木原大野城駅, 15. VII. 2018; 2w, 同地, 13. VIII. 2018. 

 

春日市と大野城市からは初記録となった。これまで福岡市では博多区、中央区、早良区でのみ確

認されていたが今回の調査では全区で確認され、1998年に本種が県内で初めて発見された百道中央

公園では、真冬にも関わらず活発に活動する姿が確認された (図 2)。また、能古島では過去にアリ

相について幾度も調査が行われていたが現在まで記録されておらず (衛藤, 1983; 細石, 2006; 細石

ほか, 2014)、ここ数年の間に侵入したと考えられる。福岡市では都市公園においてもアリ類の調査

が頻繁に行われてきたが (Park et al., 2014b)、ここまでに本種が確認されていたのはOgata et al. 

(1998)とPark et al. (2014a)による百道中央公園からの記録のみであり、今回様々な公園から得られた

ことからも急速に分布を広げたことが考えられる。筆者は 2014年から福岡県内のアリ類の採集を始
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めたが、その頃には既に本種は港湾や都市公園などの攪乱された環境では普通種であり、あまり意

識して採集していなかった。本種と在来他種との競合は知られていないが、もともと福岡には生息

していなかった本種の分布拡大は在来種にも影響が無いとは考えにくく、今後も継続して分布調査

を行うことが必要である。 

末筆ながら、本種に関する文献をご恵与いただいた辻 雄介氏 (山口県)に厚く御礼申し上げる。 
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図1. 福岡県産ケブカアメイロアリ      図2. 百道中央公園のケブカアメイロアリ 

大野城いこいの森で採集されたヒサマツハチモドキハナアブ

久末 遊 

ヒサマツハチモドキハナアブCeriana japonica (Shiraki, 1968)はハチに似た色彩をしている珍種の

ハナアブで、全国に広く分布する種であるが記録は散発的である（Shiraki, 1968; 鳴海, 1969; 伊東, 

1999; 市田, 2002; 永井, 2002; 吉田, 2003; 竹内, 2008; 田中, 2009; 西本, 2010; 篠木ほか, 2014; 中村, 

2015 ほか）。九州においては福岡県、佐賀県、熊本県、鹿児島県などで得られているが（森本ほか, 

1977; 市場・池崎, 1996; 長利, 2012）、いずれの県も記録は少ないようである。今回筆者は、福岡県

でこれまで記録がなかった大野城市から本種を見出したため報告する。 

採集記録 

1♀ (図 1), 大野城市牛頸大野城いこいの森, 17. VI. 2018, 筆者採集・九州大学農学部昆虫学教室保

管 

樹液の出ていたケヤキ (図 2)に飛来し、幹上に静止しているところを採集した。飛行する姿はド

ロバチによく似ていた。本種はケヤキに産卵することが知られ、メスがケヤキの周辺で採集される 
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